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田
川
郡
民
体
育
体
会
 
総
合
三
位
 

体
育
振
興
協
議
会
を
中
心
に
各
種
目
と
も
大
い
に
健
闘
し
 

好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
 

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 

B
&
G
財
団
金
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
 

お
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ァ
、
婦
人
、
成
人
水
 

泳
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

又
古
谷
池
に
お
き
ま
し
て
、
土
、
日
 

曜
日
午
後
1
時
 30 

分
よ
り
海
洋
性
ス
ポ
 

ー
ツ
（
O
P

ョ
ッ
ト
、
カ
ヌ
ー
、
 
ロ
ー
 

ボ
ー
ト
、
セ
ー
ル
ボ
ー
ト
）
等
の
実
践
 

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
青
少
年
 

に
限
ら
ず
大
人
の
方
も
多
数
の
応
募
を
 

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

連
絡
お
問
合
せ
先
 

(

2

2

1

5

8

6

8

)

 

B
&
G
財
団
金
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆
 

第
 15 

回
 
国
勢
調
査
 

10 

月
1

日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
杏
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
大
正
9
年
か
ら
5
年
 

ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
調
査
の
対
象
 

は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
日
 

本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
方
で
す
。
 

9
月
 23 

日
か
ら
 30 

日
ま
で
の
間
に
、
 

調
査
員
が
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
 

し
ま
す
。
も
れ
な
く
、
正
確
に
ご
記
入
 

下
さ
い
。
 

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
 10 

月
 

醐
肋
難
 
も
 

め
に
伺
い
ま
 
L
 

す。 

い
 

皆
様
の
ご
ガ
 

協
力
を
お
願
、
芦
 

J 

い
致
し
ま
す
。
 

噌
 

一
 

0 生きている日本をキャッチ 国勢調査 
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'rlにつど う出会いのJ、 

- 

オリンビックにおける聖火リレーにあた 

るのが国体の“大会旗・垣火リレー”。県 

民のみなさんに親しまれ、歴史や文イし 自 

然にゆかりのある8カ所で採火された垣火 

は、大会旗とともに県内全市 

町村を8日問(10月14日～旧 

月21日）かけてリレーされま 

す。 

"4別万県民の「とびうめ国 

体成功」への熱い思いが、約 

9.000人の走者の手から手へ 

と受け継がれ、秋季大会メー 

ン会場の垣火台に“躍進する 

福岡の火”となって、大会期 

間中、赤々と燃え続けるので 

す． 

J、地にみなぎる力の火 

火
 
事
 
と
 
救
 
急
 
は
 
19
 

ー
 

九
月
短
歌
詠
草
 

中
央
公
民
館
短
歌
教
室
 

阿
部
 
重
宏
 

得
失
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
わ
が
町
の
線
 

路
跨
ぎ
て
大
き
橋
建
つ
 山

口
 

倭
子
 

参
道
に
お
数
珠
戴
か
む
と
座
し
て
待
つ
 

老
女
の
肩
に
鳩
の
と
ま
り
ぬ
 

藤
林
 
俊
信
 

薩
摩
人
の
先
祖
を
敬
う
気
配
り
か
い
ず
 

れ
の
墓
も
花
に
飾
ら
る
 三

村
 
和
子
 

古
稀
近
く
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
に
た
つ
夫
は
 

今
朝
仏
前
に
香
を
焚
き
カ
る
 

植
木
 
武
文
 

川
の
瀬
に
日
の
暮
る
掲
ま
で
立
ち
つ
く
 

し
わ
れ
を
忘
れ
て
赤
鮒
釣
り
し
 

井
手
元
智
恵
子
 

こ
の
酷
暑
い
つ
ま
で
続
く
か
夏
痩
せ
の
 

頬
の
目
立
ち
を
鏡
に
う
つ
す
 

佐
竹
 
喜
久
雄
 

原
爆
の
落
ち
し
も
知
ら
ず
瀬
戸
の
海
わ
 

が
艇
隊
は
海
底
に
居
し
 

千
手
 
佐
起
子
 

も
の
忘
れ
ひ
ど
く
な
り
た
る
こ
の
頃
を
 

か
こ
ち
つ
何
度
か
暦
た
し
か
む
 

岡
野
 
富
司
生
 

お
守
り
の
ご
と
く
に
家
の
鍵
つ
る
し
ジ
 

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
一
人
遊
ぶ
子
 

小
野
 
と
め
子
 

子
ど
も
等
の
話
題
に
つ
い
て
ゆ
け
ぬ
我
 

眼
鏡
の
く
も
り
を
拭
ひ
て
を
り
ぬ
 

福
田
 

昌
 

人
吉
の
占
城
に
積
ま
れ
し
石
垣
よ
西
郷
 

隆
盛
を
憶
え
て
る
る
か
 加

治
 
智ノ十 

金田町大会旗・矩火リレー.
 

蝉
と
る
と
網
を
片
手
に
子
ど
も
等
は
遠
 

金
田
公
民
館
地
平
句
会
 

く
近
く
に
声
は
ず
ま
す
る
 

渡
辺
 

勝
由
 

今
日
も
ま
た
路
傍
の
花
瓶
に
新
し
き
手
 

向
け
の
花
の
供
へ
ら
れ
を
り
 

上
原
 
安
子
 

い
ま
一
度
よ
く
な
れ
か
し
と
老
い
の
手
 

は
ベ
ッ
ト
の
夫
の
腕
さ
す
り
を
り
 

市
丸
 
須
磨
子
 

山
か
げ
の
茶
房
の
窓
に
雨
み
つ
つ
憩
ふ
 

一
刻
暑
さ
を
忘
る
 

行
政
相
談
週
間
に
お
け
る
巡
回
相
談
 

（
無
料
 

秘
密
厳
守
）
 

o，
行
政
相
談
の
範
囲
 

国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
公
社
等
の
仕
 

事
、
県
や
市
町
村
が
国
か
ら
任
さ
れ
た
 

り
、
補
助
金
を
受
け
て
い
る
仕
事
（
道
 

路
、
河
川
、
年
金
、
登
記
、
生
活
保
護
、
 

交
通
事
故
、
災
害
対
策
、
青
少
年
教
育
 

問
題
、
公
害
、
消
費
者
保
護
、
環
境
衛
 

生
、
老
人
福
祉
、
結
婚
、
離
婚
、
人
権
、
 

そ
の
他
苦
情
等
）
に
つ
い
て
取
り
扱
い
 

ま
す
。
 

※
裁
判
、
調
停
中
の
相
談
に
つ
い
て
 

は
除
き
ま
す
。
 

巡
回
相
談
 

日
時
 

10 

月
 15
 

日
（
月
）
 
18 

日
（
木
）
 

午
前
 10 

時
、
午
後
3
時
ま
で
 

場
所
 
金
田
町
役
場
 

行
政
相
談
委
員
 
植
高
 
薫
 
氏
 

定
例
相
談
 

日
時
 

10 

月
 24 

日
（
水
）
 

午
前
 10 

時
、
午
後
3
時
ま
で
 

場
所
 
金
田
町
役
場
 

岩
井
 
鬼
童
 

余
生
い
ま
水
の
ご
と
く
に
青
簾
 

日
比
生
 
利
子
 

有
海
の
月
の
残
り
て
夏
の
山
 

福
田
 
慶
子
 

凌
香
花
や
朽
ち
ゆ
く
ま
ま
に
長
屋
門
 

花
石
 
か
ほ
る
 

吐
く
息
も
吸
ふ
息
も
燃
え
大
暑
か
な
 

沖
田
 

ト
ミ
エ
 

髪
結
ふ
て
風
の
さ
さ
や
く
合
歓
の
花
 

永
尾
 
喜
美
江
 

銀
鱗
の
川
面
に
跳
ね
る
大
タ
焼
 

香
月
 
冨
子
 

釣
忍
髪
の
先
ま
で
人
恋
し
 

田
村
 

君
子
 

夏
雲
を
叩
く
槌
音
上
棟
す
 

原
田
 

鈴
江
 

紫
陽
花
の
雨
に
件
む
影
ひ
と
つ
 

原
 
美
恵
子
 

道
路
鏡
大
ひ
ま
わ
り
の
貌
ひ
と
っ
 

大
堀
 

マ
サ
ュ
 

娘
と
二
人
七
タ
祭
る
今
宵
か
な
 

建
部
 

三
由
紀
 

火
縄
銃
海
風
に
錆
び
夏
の
果
 

市
川
 

法
子
 

シ
ョ
。
ハ
ン
聴
く
夏
も
終
り
の
湖
見
え
て
 

土
地
、
建
物
の
登
記
無
料
相
談
 

日
時
 

10 

月
 20 

日
 

午
前
 10 

時
、
午
後
3
時
 30 

分
 

場
所
 

田
川
自
治
会
館
（
伊
田
新
町
）
 

相
談
員
 
土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士
 

主
催
 

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
 

田
川
支
部
 

10月17日（水曜日）大会旗 

及び矩火＜心ときめく霊峰の火＞ 

を糸田町より引き継ぎ方城町まで 

運びます 
① 長 寿 園 ＜午前10時39分頃＞ 

‘ 引き継ぎ式 （糸田町より） 

② 共同作業所 ＜午前10時54分頃＞ 

'I , 

③ 金田町役場 ＜午前11時15分頃＞ 

‘ 到着式・出発式 

方城町へ引き継ぎ 

F 

民
事
介
入
暴
力
特
別
相
談
（
無
料
）
 

日
時
 

9
月
 29 

日
（
土
）
 

午
前
 10 

時
、
午
後
4
時
 

場
所
 
立
岩
公
民
館
 
3
階
研
修
室
 

飯
塚
市
新
飯
塚
 20 

番
 30 

号
 

下
田
川
子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

日
時
 

9
月
 24 

日
 

場
所
 
方
城
町
町
民
グ
ラ
ン
ド
 

出
場
子
供
会
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

上
金
田
子
供
会
 

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
部
 

神
崎
三
・
小
豆
田
子
供
会
 

P
O
P
実
技
講
習
会
 

日
時
 

10 

月
3

日
4

日
9

日
 

午
後
7
時
 30 

分
、
 

場
所
 
金
田
町
商
工
会
館
 

問
い
合
せ
先
 

金
田
町
商
工
会
 

危
険
物
取
扱
者
及
び
消
防
設
備
士
 

免
状
の
写
真
書
換
え
に
つ
い
て
 

現
に
危
険
物
取
扱
者
、
消
防
設
備
士
 

免
状
所
持
者
の
内
、
交
付
後
 10 

年
以
上
 

経
過
し
た
免
状
は
、
平
成
元
年
4
月
1
 

日
か
ら
写
真
の
貼
り
替
え
（
書
換
え
）
 

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

申
請
時
期
等
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

交
付
年
月
日
が
昭
和
 57 

年
3
月
 31 

日
 

以
前
の
も
の
は
、
平
成
4
年
3
月
 31 

日
 

迄
申
請
。
そ
れ
以
降
の
も
の
は
交
付
 10 

年
以
内
。
 

中
請
書
類
等
詳
し
い
問
い
合
せ
は
 

田
川
地
区
消
防
本
部
消
防
課
危
険
物
 

係
 

（
電
話
 

44 

1
0
6
5
0

) 
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町
 

田 金
 

金
田
町
史
 
⑤
 

昭
和
四
十
三
年
五
月
十
日
発
行
 

第
五
篇
 
現
 
代
 

第
七
章
 
産
業
経
済
 

第
二
節
 
農
業
の
概
況
 

本
町
の
農
業
世
帯
は
全
世
帯
の
一
六
、
 

四
一
％
を
占
め
、
そ
の
耕
地
面
積
、
自
 

小
作
農
家
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

零
細
農
家
が
多
数
を
占
め
兼
業
農
家
が
 

多
く
、
農
業
の
み
で
生
計
を
立
て
る
こ
 

と
は
困
難
で
あ
る
た
め
現
金
収
入
を
得
 

る
た
め
周
辺
の
大
小
炭
坑
や
町
内
の
小
 

炭
坑
に
勤
務
す
る
人
が
多
か
っ
た
が
、
 

炭
坑
合
理
化
の
波
を
う
け
著
し
く
荒
廃
 

し
た
鉱
害
田
を
か
か
え
て
離
職
し
、
農
 

家
は
打
撃
を
受
け
た
。
多
角
経
営
に
よ
 

っ
て
現
金
収
入
を
増
加
の
途
を
図
ろ
う
 

と
し
て
い
る
。
 

本
町
で
も
農
業
講
造
改
善
事
業
や
農
 

業
共
同
組
合
の
合
併
等
で
苦
境
の
打
開
 

に
努
め
て
い
る
。
 

農
業
講
造
改
善
事
業
と
い
う
の
は
、
 

こ
れ
ま
で
の
小
規
模
の
共
同
経
営
に
農
 

業
か
ら
大
規
模
の
共
同
経
営
に
農
業
を
 

改
善
し
て
農
業
所
得
の
増
大
改
善
を
は
 

●

奉

筆

峯

●

●

奉

峯

峯

峯

幸

米

峯

米

峯

峯

米

米

峯

米

畢

来

 

道
路
標
識
週
間
（
 10 

月
1

日
、
7

日） 

皆
さ
ん
が
車
を
運
転
さ
れ
る
時
に
は
、
 

い
ろ
い
ろ
な
道
路
標
識
に
目
を
配
り
な
 

が
ら
走
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
 

特
に
案
内
標
識
は
現
在
、
位
置
や
行
 

先
、
距
離
な
ど
を
示
し
、
私
た
ち
を
目
 

的
地
ま
で
的
確
に
誘
導
し
て
く
れ
ま
す
。
 

目
的
地
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
 

し
、
安
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
 

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
県
下
の
 

農
業
専
従
者
一
人
当
り
の
収
益
を
一
〇
 

〇
と
し
た
田
川
郡
の
場
合
、
赤
池
町
 

（
一
一
一
）
、
川
崎
町
（
一
一
〇
）
、
 

糸
田
町
（
九
一
）
、
金
田
町
（
八
四
）
、
 

香
春
町
（
七
八
）
、
大
任
町
（
六
一
）
、
 

方
城
町
（
五
九
）
、
添
田
町
（
五
六
）
 

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
 

昭
和
三
十
五
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
 

の
新
農
村
建
設
事
業
の
実
績
を
か
か
げ
 

て
み
よ
う
。
三
十
五
年
度
の
南
木
地
区
 

の
果
樹
園
造
成
、
神
崎
地
区
の
三
十
七
 

年
度
の
セ
キ
悪
林
地
の
改
良
事
業
（
モ
 

リ
シ
マ
ア
カ
シ
ア
）
の
植
付
は
パ
ル
プ
 

材
の
原
料
と
し
て
有
望
で
あ
る
。
 

三
十
八
年
度
神
崎
地
区
で
の
桑
園
造
 

成
そ
の
他
麦
種
子
の
購
入
耕
転
機
の
共
 

同
購
入
な
ど
農
業
講
造
改
善
事
業
が
次
 

第
に
進
め
ら
れ
て
農
業
経
営
の
近
代
化
 

が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
 

（
以
下
次
号
）
 

赤い羽根共同募金運動 

い
良
大
鯛
宮
 

目
周
社
自
目
曽
 

共岡，童(ID月1日～臣月31日） 

安
全
な
走
行
が
で
き
る
の
で
す
。
 

県
で
は
、
道
路
標
識
（
特
に
案
内
標
 

識
）
の
点
検
、
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
n
 

皆
さ
ん
も
、
標
識
に
つ
い
て
ご
意
見
、
 

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
 

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

o
各
土
木
事
務
所
o

県
庁
道
路
維
持
課
 

こ
存
じ
で
す
か
 

建
設
業
の
皆
さ
ん
 

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建
設
現
 

場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た
 
「建 

設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
 

す
か
。
 

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
 

一
般
の
退
職
 

金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
 

た
時
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、
建
 

設
業
と
い
う
ひ
と
つ
の
業
種
の
中
で
働
 

く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
 

全
部
を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
 

い
う
。
い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
 

職
金
制
度
で
す
。
 

退
職
金
は
国
の
制
度
で
す
か
ら
、
確
 

実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め
て
有
利
な
利
 

回
り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

特別職国家公務員 

自衛官募集案内 

種 目 資 格 受付期間 第1 次試験 

2等陸・ 

海・空士 

男
 

子
 
一
女
 

子
 

18才以上 

27才未満 

年間を通じて 

行っています 

受付時に指定します 

※来春高卒予定者は 

9月16日以降 

8月1日 

9月28日 

10月8日（月） 

間い合わせ先 

自術隊福岡井妨連絡部 飯塚募集事務所 

TEL 0948 (22) 4 8 4 7 

問
い
合
わ
せ
先
 

（
電
話
 

卿
ー
旧
1
0
3
3
5
) 

＋
よ
・
十
＋
＋
→
＋
I
+
＋
→
十
＋
＋
山
‘
＋
山
‘
＋
・
＋
 

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
 

＋
→
十
＋
＋
・
＋
＋
→
＋
山
・
＋
＋
十
＋
+
+
＋
→
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

平
田
 

長
利
殿
 

玉
井
、
、
、
チ
子
殿
 

荒
木
 
文
夫
殿
 

兼
光
 
秀
子
殿
 

吉
田
健
一
郎
殿
 

三
浦
レ
イ
子
殿
 

宮
崎
 
依
子
殿
 

岡
 

勝
殿
 

石
丸
 
慶
子
殿
 

籾
井
ッ
タ
ェ
殿
 

中
村
 
秋
江
殿
 

原
田
 

綾
子
殿
 

木
下
 
邦
夫
殿
 

沖
島
 
政
信
殿
 

渡
辺
ミ
ッ
子
殿
 

井
上
 

カ
ョ
殿
 

中
村
 

一殿 

相
原
ュ
リ
子
殿
 

若
林
 

平
作
殿
 

稲
富
 

秀
夫
殿
 

世
良
サ
ッ
子
殿
 

八
代
タ
ョ
子
殿
 

大
和
ト
ョ
子
殿
 

吉
田
代
十
治
殿
 

市
丸
 

岩
太
殿
 

井
戸
 

照
朝
殿
 

中
村
ヤ
ス
子
殿
 

長
谷
川
清
治
殿
 

福
田
 

繁
文
殿
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
、
 

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
 

事
業
の
た
め
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 
義
臣
 

教
育
後
援
会
へ
 

小
野
ト
メ
子
殿
 

若
林
 
平
作
殿
 

以
上
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

金
田
町
教
育
後
援
会
に
御
芳
志
下
さ
い
 

ま
し
た
0

教
育
関
係
に
有
意
義
に
使
用
 

さ
せ
て
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

会
長
 
田
代
 

稔
 


